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【禁忌・禁止】
・長く圧迫し続けたり、同じ場所に回数を多く行わないでください。
・骨の上や過度の強い圧迫はしないでください。
・使用中に異常を感じた場合はただちに使用を中止してください。
・本製品は使用目的以外に使用しないでください。
・本製品の加工・改造等は絶対に行わないでください。

【形状・構造及び原理等】

【効能・効果】
「灸の代用」
疲労回復、血行をよくする、筋肉のこりをほぐす、筋肉のつかれをとる。
神経痛、筋肉痛の痛みの暖解、胃腸の働きを活発にする。

【操作方法又は使用方法等】

裏面を参照
【使用上の注意】
・使用方法がわからないときは、製造販売業者に問い合わせて下さい。
・火の取扱いには十分注意してください。
・使用中には時々灰を落とすようにしてください。
・洗浄は洗剤にて常に清潔にしてください。
・通気孔のアミ目がこわれる可能性があるので硬いものではいじらないで下さい。
・アミ目のこわれたものは絶対に使用しないで下さい。

【貯蔵・保管方法】
子供の手の届かない場所に保管してください。

【包装】
1箱に2本入り。
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冷温器’93

　テルミー線
（棒状もぐさ線香）
 金属部：ニッケルメッキ

内管

外管’93通気孔

先端細孔

アミ目
テルミー線
保持用バネ

テルミー線（棒状もぐさ線香）を内管に差しこみ点
火し、それを外管に挿入して使用します。もぐ
さを皮膚に直接、接触させて点火する方法
に比較して灼熱感のない状態で効果が
えられます。
この製品には通気孔に火こぼれ防止
用のアミ目がついています。

管理医療機器 温灸器

寿テルミー冷温器’93



〈取扱い説明〉

●使用方法

内管よりでているテルミー線約3cmのうち、約1.5cmを
焦がし、先端の約5mmが赤くなるように火をつけます。

冷温器先端を常に皮膚に接触させて
動かす方法

冷温器を皮膚の一点に垂直に
押しあて庄迫する方法

5mm


